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くぼたつヒマラヤ探検隊～第一話

体力と愉快さで大雪崩の撮影に成功

エベレスト街道トレッキング8日間（最高高度3800m、

距離37km）からカトマンズ市内のホテルに帰ると、さっ

そくデジカメのムービーを再生させた。8000m級の山々

にそびえ立つ夜明けのチョモランマ、突然対面の山肌

に轟音をとどろかせて起きた雪崩、恐怖のつり橋渡り、

雪あり雨あり快晴ありの中を行くトレッキング、仲間の笑

いと苦悩。酒を飲みながら、2時間ほどの録画を見て

まださめやらぬ冒険を満喫した。これがデジタルビデオ

の楽しいところだ。この模様はインプレスTVのくぼた

つコーナーで放映中だ 。

持参した機材は2つ。山岳地域では天候が激変する

ため、雲間から山頂が見えた瞬間のシャッターチャンス

を逃さないようにデジタルカメラ（DSC-SX560、SANYO）

を胸ポケットに入れて持ち歩いた。また、キャンプ地で

ムービー用三脚に2倍ズームレンズを装着したデジタル

ビデオカメラ（DCR-TRV10、SONY）を設置して夜明け

のチョモランマを長時間撮影したり、QuickTimeVR加

工を狙って360度撮影を試みたりした。このような撮影

をする場合、肝心なのはカメラの性能でも技術でもな

い。高山病、寒さ、疲労に打ち勝って撮影できる“体

力”と細かいことを気にしない“愉快さ”だ。もちろん、

デジカメもいいが、手書きスケッチもいいものだ。キャン

プでは暇を見つけてはクロッキー風に2枚ほど描いた。

街並みや山岳民族の生活をよく観察しながらのんびり

と筆を走らせていると、見落としていたことやあらたな

発見があって心がなごむ。最近はデジタルの手っ取り

早さとアナログの手ごたえの両方をその場に応じて使

いこなすことが楽しいと思い始めた。

11人のメンバーで望んだ上級者向けトレッキングコー

スだが、うち若干名は山登りの経験も浅い素人だった

（ただしインターネットスキルはプロ級）。案の定、ヒマラ

ヤ登山口でまず全員が軽いめまいか頭痛を経験する。

つまりだれでも一度はかかる軽い高山病である。Mさ

んの場合、初日5kmの登りにして内心“もうだめ、あた

しここでみんなの帰りを待ってる”と心に決めたそうだ

が、やはり女の底力は凄い。翌日、朝日を見た瞬間に

心うきうき、気も晴れ晴れとなって再び登り始めた。し

かし、帰国早々下痢が止まらず検査入院中。そういえ

ば「このヨーグルトめちゃうま、ちょっとすっぱいけど」と

山ほど食いまくっていた。

Tさんの場合、「つらさの気晴らしに」とか言って、空

気の薄さにあえぎながら登る最中も、サーダー（シェル

パのボス）に「がちょ～ん」「おっはー」「ゆ・っほー」「あ・

い～ん」をあきれるほど四六時中、しかも矢継ぎ早にジ

ェスチャー付きで教えていた。いいかげんに切れたサ

ーダーがとっとと先に登っていってしまっても、Tさんは

すぐに追いつきまた続きを教えていた。あるときTさん

が突然8000mのヒマラヤ連峰に「やっほー」をやったと

ころ10分後に対面に巨大な雪崩が起きた（この事実

はビデオに収録）。しかしMさんに同じくカトマンズに下

りてきたとたん激しい下痢で普通の人に戻ってしまっ

た。帰国してからもまだ布団から起き上がれない状態

のままだそうで、夢で奇妙な踊りをしたサーダーがでて

きて脅かすそうだ。

S氏の場合、「私は歩き方を見れば登山歴がわかる」

「山岳撮影というものはああでこうで」と解説しながら先

頭を歩いていた。彼は、恐怖のつり橋を渡る途中、突

風にあおられた瞬間“座頭市ポーズ”になった。ストッ

クを片手に10cmも身をかがめたかっこうで渡り始めた

のだ。無理もない、超怖いのだ。それ以来彼は「体温

が戻らない」とか言って無口になってしまった。泣きっ面

に蜂でそのうちに雪が降ってきて目的地に着いたとき

には顔はむくみ、目にはクマ状態、暖炉の前からは一歩

も動かなくなり、彼ご自慢のカメラワークもそのままに、

やがて雪が晴れエベレストの絶景の夕日は暮れていっ

た。高山病は山を降りれば治る。あとになってS氏は

「あれはタダの風邪ですよ、ははは」と電話がきたが、ビ

デオには明らかにS氏のへにゃへにゃ高山病の姿が映

っていた。次号へつづく……。
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